社会学研究科年報規約施行細則
2007年7月　制定

2008年12月　一部改訂

2009年3月　一部改訂

2012年3月　一部改訂

2013年11月　一部改正

社会学研究科年報編集委員会

1.　投稿申込

(1)　申込者は、投稿申込書を所定の期日までに編集委員会に提出する。

2.　投稿

(1)　投稿者は投稿要綱にもとづき、投稿原稿（和文および欧文の要約を含む）を所定の期日までに編集委員会にメールで提出する。

(2)　あわせて、投稿者は指導教授の投稿承諾書を所定の期日までに編集委員会に提出する。ただし、修了生の投稿にかんしては、投稿承諾書の提出は必要なく、編集委員会で受理の可否を決定するものとする。
3.　査読

(1)　編集委員会は、各投稿原稿について、2名の査読者（教員枠1名、院生枠1名）を選び、査読を依頼する。なお、教員枠査読者は本研究科専任教員、他大学で専任教員となっている本研究科修了者を原則とし、院生枠査読者には本研究科後期課程在籍者、本研究科修了者、或いは当該論文のテーマを専門とする他大学の院生を充てることができる。
(2)　教員が投稿した論文は査読を必要としない。

(3)　査読は、投稿者と査読者による「査読会」において行われるものとする。「査読会」は公開とし、事前に開催情報を周知、他の院生・教員が参加、コメントしてもよい。

(4)　第１回査読会は以下の要領で行う。

1 投稿者が論文の内容について報告をした後、査読者が全体的評価、修正すべき点についてコメントする（文書を付してもよい）。その後、投稿者がリプライをおこない、参加者全員で、どこが論文を構成するよい論点か、どこを修正すべきかなどを議論する。

2 最終的に、査読者2名がそれぞれ、下記区分に基づき査読結果を判定する。

「可」（小幅の修正を含む）

「修正要求に答えれば可」

「否」
3 査読者2名が「可」または「否」で一致した場合のみ、1回で「査読会」を終了とする。それ以外の場は、「修正要求に応えれば可」として扱い、修正原稿の締切りと次回査読会の日程を設定する。

(5) 投稿者は、査読会の結果、修正を求められた場合には、論文を修正し、修正原稿、および修正箇所、修正内容、修正の趣旨を明示した応答文書を、査読会で定められた期日までに、査読者2名および当該論文担当編集委員に提出しなければならない。

(6) 第2回査読会は以下の要領で行う。
①投稿者が修正点について文書と口頭で報告した後、2名の査読者が下記区分において査読結果を判定する。
「可」（ごく小幅の修正を含む）
「否」

②査読者2名が「可」で一致した場合には掲載可、「否」で2名が一致した場合には掲載不可とする。

③査読者2名の判定が異なった場合は、査読会で議論し、さらに修正を要求するなどの手続きを踏んだうえで、査読結果提出期限までに結論を出す。この期日までに「可」で一致しなかったものは、掲載不可とする。
(7) 以上の査読過程において、執筆要綱に則っていない形式的なミスや分量の超過などについては、査読者からの指摘がなくても、編集委員会から投稿者に修正を求める場合がある。

4．完成原稿

(1)　掲載を認められた投稿者は完成原稿1部とともに、内容を保存したファイルを、指定期日までに編集委員会に提出する。

(2)　完成原稿についての形式的な点検は投稿者・編集委員会双方で行う。ただし、原稿についての最終的な責任は内容・形式とも投稿者にある。

5.　編集委員

(1)　編集委員会は、編集委員会の会議に出席し、編集および査読に関する事項を審議し、編集の実務を行う。
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